
お知らせ

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
４
月
６
日（
火
）～
15
日（
木
）の
10
日

間
、「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が

県
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
運
動
期
間
中
は
新
入
学
の
時
期
と
重

な
り
、
慣
れ
な
い
通
学
路
を
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。
通
学

路
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
は
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
る
交
通
ル
ー
ル
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
横
断
歩
道
に
歩

行
者
が
い
た
ら
必
ず
止
ま
り
、
ゆ
ず
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
横
断
歩
道
を
渡
る
と

き
、
近
づ
い
て
く
る
車
の
方
を
き
ち
ん

と
見
て
、
手
を
挙
げ
る
な
ど
し
て
横
断

す
る
意
思
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

問
高
梁
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
市

民
課
）☎
21
‐
０
２
５
４

安
全
運
転
相
談
制
度

　
安
全
運
転
相
談
窓
口
で
は
、
病
気
や

身
体
の
障
が
い
な
ど
を
有
す
る
人
の
運

転
免
許
の
取
得
、
高
齢
者
な
ど
運
転
免

許
を
有
す
る
人
の
運
転
の
継
続
や
運
転

免
許
証
の
返
納
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
運
転
免
許
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
人
や
運
転
免
許
を
有

す
る
人
の
ほ
か
、
家
族
な
ど
か
ら
の
相

談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
警
察
職
員
や
保
健

師
が
、
安
全
運
転
の
継
続
に
必
要
な
助

言
・
指
導
、
運
転
免
許
証
返
納
後
の
各

種
支
援
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
場
相
談

場
所　
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内

日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時（
祝
休
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
く
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

電
話
相
談（
安
全
運
転
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
） 

電
話
番
号　
＃
８
０
８
０

日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時（
祝
休
日
お
よ
び
年

末
年
始
を
除
く
）

問
岡
山
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

☎
０
８
６
‐
７
２
４
‐
２
２
０
０

わ
く
わ
く
子
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
作
成
・
考
案
し
た
習
字
・
写
生
お
よ

び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
賞
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
展
示

す
る
ほ
か
、
広
報
た
か
は
し
で
紹
介
し

ま
す
。

募
集
内
容

習
字
の
部　

習
字
半
紙
に
黒
色
の
墨

（
墨
汁
）で
書
い
た
も
の（
長
半
紙
は
不

可
）

部
門
・
テ
ー
マ　
小
学
校
低
学
年
・
１

年
生
「
て
ら
」、
２
年
生
「
た
す
き
」

／
小
学
校
中
学
年
・
３
年
生
「
か
け
は

し
」、
４
年
生
「
方
谷
橋
」
／
小
学
校

高
学
年
・
５
年
生
「
天
空
の
城
」、
６

年
生
「
日
本
遺
産
」

写
生
の
部　
八
つ
切
り
画
用
紙
に
、
ク

レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
、
色
鉛
筆
、
水
彩

絵
の
具
で
描
い
た
も
の

部
門　
幼
年
部
門
／
小
学
校
低
学
年
部

門（
１・
２
年
生
）／
小
学
校
中
学
年
部

門（
３・
４
年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部

門（
５・６
年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
の
風

景（
ま
ち
な
み
、
自
然
）」

標
語
の
部　
標
語
は
五・七・五
調
の
川

柳
形
式
で
用
紙
は
任
意
の
も
の

部
門　
小
学
校
低
学
年
部
門（
１・
２
・

３
年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部
門（
４
・

５・６
年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
の
魅

力
・
高
梁
の
い
い
と
こ
ろ
」（
テ
ー
マ
に

関
連
す
れ
ば
テ
ー
マ
の
言
葉
を
含
ま
な

く
て
も
可
）

応
募
方
法　
氏
名
、
住
所
、
学
校
・
園

名
、
学
年
、
連
絡
先
を
作
品
に
記
入
す

る
か
添
付
し
て
、
次
の
ど
ち
ら
か
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
子
ど
も
会
連
合
会
所
属
の
子
ど
も

会
会
員
…
各
子
ど
も
会
を
通
じ
て
提
出

②
子
ど
も
会
会
員
で
な
い
人
…
こ
ど
も

未
来
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
提
出

募
集
期
間　
４
月
１
日（
木
）～
５
月
21

日（
金
）

　
な
お
、
作
品
は
応
募
期
間
中
に
作
成

し
た
も
の
に
限
り
、
各
部
門
１
人
１
点

の
み
応
募
で
き
ま
す
。
規
格
外
の
作
品

は
審
査
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
０
２
８
８

国
保
短
期
人
間
ド
ッ
ク

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
４
月
１
日
現
在
35
歳
以
上
で
、
受
診

日
に
74
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者

②
受
診
日
時
点
で
国
民
健
康
保
険
税
に

係
る
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

③
令
和
３
年
度
中
に
市
が
行
う
健
康
診

査
、
特
定
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診

を
重
複
し
て
受
診
し
な
い
人

④
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
特
定
保
健
指

導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
最
後
ま
で

保
健
指
導
を
受
け
ら
れ
る
人

申
込
期
間　
４
月
５
日（
月
）～
12
月
28

日（
火
）　
受
診
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
下
記
各
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
２
月
に
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
申

込
期
限
ま
で
。
ま
た
、
予
約
状
況
に
よ

り
希
望
に
沿
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
時
に
次
の
内
容
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

①
「
高
梁
市
国
民
健
康
保
険
短
期
人
間

ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
」
を
希
望
す
る
旨

②
保
険
証
の
記
号
・
番
号

③
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号④
受
診
希
望
日

実
施
期
間　
６
月
１
日（
火
）～
令
和
４

年
２
月
28
日（
月
）

医
療
機
関　

高
梁
中
央
病
院（
☎
22
‐
２
２
３
３
）

成
羽
病
院（
☎
42
‐
３
１
１
１
）

大
杉
病
院（
☎
22
‐
５
１
５
５
）

ま
つ
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク（
☎
42
‐
２
３
１
５
）

個
人
負
担
金　
一
般
検
診
１
万
円

そ
の
他　
各
種
が
ん
検
診
な
ど（
人
間

ド
ッ
ク
で
受
け
た
健
診
項
目
と
重
複
し

な
い
も
の
）に
つ
い
て
は
、
市
の
検
診

（
集
団
検
診
・
医
療
機
関
検
診
）を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
４
月
ご
ろ

に
配
布
さ
れ
る
「
令
和
３
年
度
け
ん
こ

う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎
21
‐
０
２
５
８

（
４
月
１
日（
木
）以
降
は
介
護
医
療
連
携
課
）

温
か
い
心
遣
い
で

生
活
公
害
ト
ラ
ブ
ル
防
止

　
春
に
な
り
、
暖
か
く
過
ご
し
や
す
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
季
節

は
家
で
窓
を
開
け
て
過
ご
す
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
騒

音
や
悪
臭
な
ど
の
生
活
公
害
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
く
上
で
避
け

ら
れ
な
い
音
や
、
自
分
に
と
っ
て
は
心

地
良
い
と
感
じ
る
音
や
に
お
い
な
ど

が
、
他
の
人
に
と
っ
て
は
不
快
に
感
じ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
生
活
公
害
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
騒
音
や
悪
臭

な
ど
の
発
生
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め

の
配
慮
、
モ
ラ
ル
、
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
近
所
と
交
流
を
図
り
、
良
好
な
関

係
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

　
温
か
い
心こ
こ
ろ
づ
か遣い
で
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
岡
山
県
環
境
管
理
課
☎
０
８
６
‐

２
２
６
‐
７
３
０
２

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
食

品
、
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
全

国
で
年
間
６
１
２
万
ト
ン（
平
成
29
年

度
）も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
約
半
分
の
２
８
４
万
ト
ン
は
家
庭

か
ら
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
日
々

の
生
活
を
少
し
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
①
冷
蔵
庫
の
中
身
を
確

認
し
て
か
ら
買
い
物
へ
行
く
、
②
今
日

食
べ
る
も
の
は
陳
列
棚
の
手
前
に
あ
る

も
の
を
買
う
、
③
冷
蔵
庫
を
整
理
す
る

日
を
設
け
る
、
④
残
っ
た
お
か
ず
を
別

の
も
の
に
作
り
替
え
る
、
⑤
飲
食
店
で

は
食
べ
切
れ
る
量
を
注
文
す
る
な
ど
、

少
し
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
無
駄
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
買
い
過
ぎ
な
い
」「
使
い
切
る
」「
食

べ
切
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
一
人
一

人
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
み
、
社
会
全
体
で
多

く
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。

問
岡
山
県
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
０
８
６
‐
２
２
６
‐
７
３
０
６
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俳
句 　
　

春は
る

の
風か

ぜ 

も
う
目め

ざ覚
め
よ
と 

ほ
ほ
な
で
る　
　

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん
（
下
谷
町
）


